
 

                                   
                                                                                                                                   

                                  

 

 

                                                 

 

 

                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                       

 

 

                               
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

   

 

 

 

 

                            

 

 

 

   
 

 

 

 

   

 

 
 

 

 

 

日本共産党平塚市議会議員団 

電話 0463－23－1111（内線 2375） 

平塚市浅間町９－１平塚市議会控室 
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mail@matsumoto-toshiko.jp  
 

幹事長  高 山 和 義                              
 電話・fax   31‐4638  
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日本共産党議員団の法律相談 
次回は１１月２１日（木）です 

午後２時～４時  （要予約） 

● 議員団にご連絡ください。 

平塚市は２つの新たな計画を説明 

●平塚市立地適正化計画（素案）に

ついて 

パブリックコメントは 11 月 1日

（金曜日）から 12月 2 日（月曜

日）まで 

平塚市では、人口減少や少子高齢化、

自然災害等に対応するため、コンパク

ト・プラス・ネットワークの形成による

持続可能なまちづくりの実現に向けて、

本計画の策定手続きを進めている。 

それに伴って財政面の課題もあり、都

市機能や居住を誘導する区域を定め、安

全で利便性の高い市街地へと誘導し持続

可能なまちづくりを目指すことから、都

市再生特別措置法に基づき、おおむね 20

年後の平塚市の姿を展望して定める計画

であるとしています。 

ご意見に応募する方 

市役所本館（6階 まちづくり政策

課、5 階 市政情報コーナー）、各公民

館、各図書館、駅前市民窓口センター、

市民活動センターおよび市ホームページ

で詳細をご確認ください。 

 

 

●平塚駅周辺地区将来構想（素案） 

社会情勢などの変化をとらえ、平塚駅主変

地区の概ね２０年後のあるべき姿を示 

し、持続可能なまち 

づくりを実現するた 

めの計画であるとし 

ています。 

 

 

パブコメ募集期間は１１月１５日

（金）～１２月１６日（月）まで 

平塚駅周辺地区将来構想（素案）にご意

見を応募する方は、QR コードからご覧い

ただくか、各公民館、各図書館、駅前市民

窓口センター、市民活動センターおよび市

ホームページでご確認ください。 
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平塚市は１１月１３日、議員全体学

習会を開催し、２つの新たな計画 

について、まちづくり政策部長、およ

び都市整備部長から説明がありまし

た。 

 

 

 

 

平塚市立地適正化計画（素案）と、 

平塚駅周辺地区将来構想（素案）の 

２つの計画については右のページに記載

いたします。 

 

パブリックコメント募集はじまる 

 

 

 

 

花菜ガーデン周辺でもざる菊が見事 

花菜ガーデンそばには貸農園があり、皆さんが

思い思いの野菜を作って楽しんでいます。 

そのそばでは、昨年にひき続き、今年も見事なざ

る菊が咲いています。是非、「あさつゆ広場」に行

った際には、金田花の会が丹精込めて育てたざる

菊にも足を運んでみてください。  （松本） 
これは昨年の様子です。 

mailto:k.takayama@mb.scn-net.ne.jp
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２０２３年度（令和５年度）の財政状況を近隣市と比較してみましょう   

   

決算状況
平塚市 鎌倉市 藤沢市 小田原市 厚木市 茅ヶ崎市 大和市 秦野市 伊勢原市 海老名市

人口 256,522 175,272 445,172 187,040 223,586 247,785 244,980 159,257 100,156 139,604

歳入総額 98,732,747 71,719,472 175,344,387 88,017,699 108,164,218 94,119,950 89,584,910 59,568,204 37,902,287 58,947,801

歳出総額 95,251,774 68,464,448 169,283,856 82,700,076 102,832,247 87,242,624 87,280,518 56,996,171 36,120,041 56,515,575

市税 45,036,951 37,311,044 86,123,254 32,672,619 48,232,616 39,019,866 38,592,150 22,791,655 17,227,120 25,680,123

歳入に占める割合％ 45.6 52.0 49.1 37.1 44.6 41.5 43.1 38.3 45.5 43.6

地方交付税 2,499,568 22,655 57770 3,323,610 36,404 3,973,264 2,683,320 5,805,847 1,274,848 47,125

歳入に占める割合　％ 2.5 0 0 3.8 0 4.2 3.0 9.7 3.4 0.1

国庫支出金 21,593,766 11,552,388 35,839,225 21,550,654 19,247,830 18,787,538 20,962,007 12,730,488 8,008,674 11,883,530

基準財政収入額 38,494,900 29,914,357 71,408,640 28,573,349 40,225,292 32,523,320 34,021,915 20,549,022 15,540,097 22,080,588

基準財政需要額 40,702,185 27,048,774 65,875,896 31,667,367 34,177,636 36,269,048 36,405,446 26,213,448 16,582,155 20,697,608

標準財政規模　　A 51,946,354 39,223,332 92,308,993 36,608,095 51,812,375 46,113,487 46,314,742 32,056,862 21,092,262 28,358,124

財政力指数 0.943 1.075 1.05 0.912 1.148 0.90 0.932 0.796 0.922 1.029

実質収支比率 5.3 7.4 6.2 12.7 7.3 14.1 4.9 7.9 5.8 7.5

経常収支比率 97.3 96.1 92.3 95.7 88.5 100.7 100.4 98.3 99.3 94.3

実質公債費比率 5.0 1.3 5.2 3.3 7.2 3.9 4.3 1.6 7.4 5.2

地方債現在高　　B 52,774,569 28,558,329 78,803,397 57,308,222 67,207,396 59,671,908 57,000,662 31,770,545 19,323,397 28,411,574

債務負担行為額　C 44,537,057 25,945,032 24,986,659 14,312,027 81,554,304 38,306,911 17,765,425 13,302,558 9,215,131 12,782,015

積立金現在高　　D 19,020,265 16,234,781 23,764,873 8,594,580 31,567,695 18,654,964 8,147,061 5,614,208 3,014,574 8,848,344

うち財政調整基金等 7,396,211 8,826,221 5,456,552 6,000,345 4,112,932

人件費比率　％ 17.0 17.9 16.5 17.3 15.4 16.9 14.5 17.1 18.4 14.3
義務的経費の割合
％ 55.3 49.2 54.2 53.0 47.6 53.6 57.5 56.2 58.2 45.6
維持的経費の割合
％ 38.4 45.0 38.7 37.1 39.5 41.1 36.4 36.4 36.5 44.6
投資的経費の割合
％ 6.3 5.8 7.1 9.9 12.9 5.3 6.1 7.4 5.3 9.8
実質債務残高
B+C 97,311,626 54,503,361 103,790,056 71,620,249 148,761,700 97,978,819 74,766,087 45,073,103 28,538,528 41,193,589
実質債務残高
（B+C)/A 1.873 1.390 1.124 1.956 2.871 2.124 1.614 1.406 1.353 1.453
実質的将来財政負担
額　　　B+CーD 78,291,361 38,268,580 80,025,183 63,025,669 117,194,005 79,323,855 66,619,026 39,458,895 25,523,954 32,345,245

２０２３年度（令和５年度）の財政状況を近隣市と比較してみましょう
９月末から１０月初旬にかけて、昨年度（令

和５年度）の決算委員会が開かれました。 

 平塚市の令和５年度の歳入歳出決算額等

は、１０月にお知らせしましたが、今回は他の

自治体と比べて、平塚市の状況はどうなのか

を見てみます。 

紙面の都合で、県内近隣の１０市を比較して

みました。 

人口では、昨年と比較して増加している自治

体は、茅ヶ崎市（１３９１人増）、大和市（６４３

人増）、平塚市（４７２人増）、伊勢原市（２４６

人増）  その他の自治体は減少。鎌倉市（９

９５人減）、小田原市（８４０人減）、秦野市（３８

９人減）、海老名市（３６５人減）、厚木市（２５０

人減）、藤沢市（５人減） 

財政力指数が１を超えると財政力があると言

われ、「地方交付税不交付団体」となります。

令和５年度は鎌倉・藤沢・厚木・海老名が１を

超え、不交付団体に。平塚市は１をわずかに

下回り、交付団体となっていますが、県内では

不交付団体４市の次に並ぶ財政力となってい

ます。 

積立金現在高は、厚木市、藤沢市に次いで３

番目に多い１９０億円（そのうち「財政調整基

金＝何にでも使える積立金」は７３億９千万円

となっています。近年、財政調整基金を記載し

ない自治体が多くなってきましたが、積立金現

在高で判断することになります。 

人件費比率は、他市と比べても中間にありま

す。 

義務的経費は、全体予算のうち、必ず支払う

べき金額（人件費、扶助費、公債費）で、扶助

費は障がい者や低所得世帯等に使われてい

ることから、常に見ておくべき項目です。平塚

市は５５．３％で、そのうち扶助費が３１．８を

占め、県内政令市を除く１６市の中では５番目

に多くなっています。 

実質債務残高は、表の中の「B＋C」、つまり

地方債（借金）と債務負担行為額（今後出てゆ

く額）を足したもの。この表の自治体中では３

番目に多く、債務負担行為額が多いことは、

今回の監査でも指摘されたところです。 


